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公益社団法人 日本技術士会 青年技術士支援委員会（河野恭彦委員長）は、5月28日（日）に機械振興会館

（東京都港区芝公園3丁目5-8）においてNPO法人日本ファシリテーション協会の関西支部副支部長を歴任し

た関戸紹恭氏（シンキングスクエア代表）を講師に迎え「チーム活動を活性化！ファシリテーションを学ぼ

う」と題したワークショップを開催し、30名を越える45歳以下の技術者が集まり大盛況で終了しました。

イベント詳細

公益社団法人 日本技術士会 青年技術士支援委員会とは？

公益社団法人 日本技術士会は技術士制度の普及・啓発に取り組んでいる唯一の全国組織です。

当会は、日本技術士会内に設けられた委員会組織で、45歳以下の技術士、技術士補、修習技術者

から構成され、若手技術士に向けた研鑚事業の企画・実施・支援をしています。

前半の講義では、ファシリテーションとは会議の内容（コンテンツ）ではなくプロセスに関わり参加者に

納得感を与えるサポートをすることであり、内容にも関与するいわゆる”仕切りテーター”にならないよう注

意が必要という事を学びました。さらに、会議の場作り、４つのスキル、場をデザインする５つの要素等、

様々なスキルに加えて、ファシリテーターではなくても会議を円滑に進めるためにファシリタティブな関わ

り方ができるということを学びました。また会議後には振り返りを行うことの大切さも学びました。

後半は、会議のゴール及びアジェンダを設定し「話の長い人の対処法」、「最後に会議をひっくり返す人

の対策」をテーマにグループワークを行いました。内容に対して設定時間が25分と短く、各グループとも

取りまとめに苦慮している様子でしたが、ワークの進行方法を最初に決定し、効率的に取り組んでいました。

また、ファシリテーター役以外の参加者も、積極的にタイムキーパーや書記を担当し、協力的にワークを進

行し場をデザインしていました。

参加者からは、「講義で紹介のあった説明ポイントが非常に分かりやすく、今後業務で活用したい」とい

う意見や、「しっかりとアジェンダと時間配分を決めれば時間内に納得のいく話合いができることがわかり、

ファシリテートに対する自信が持てた」といった感想がありました。

【イベント開催報告】

青年技術士支援委員会

「チーム活動を活性化！ファシリテーションを学ぼう 」

対面開催にて大盛況で終了！

【本イベントに関するお問い合わせ】

公益社団法人 日本技術士会 青年技術士支援委員会 委員長 河野恭彦

委員会広報グループ：岩部然育、高木真人 E-mail :  pr＠peyec.jp ※ 取材の際は左記までお問い合わせください。
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